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Ｇちゃれの定義 
 ２０１６年６月２７日の、産学連携協定調印以降に、
大学ゴルフ授業研究会およびＧＭＡＣ関連団体の仲介
を受けて設立された、ゴルフ授業ならびにそれに準ず
る教育（準正課・正課外）の中で、ゴルフ場体験を行
う活動を「Ｇちゃれ」とする。 
 
Ｇちゃれとは 
大学でゴルフ授業を受講した人向けの課外教育プログ
ラムです。「G」には、ゴルフに関わるあらゆる用語
の頭文字のイメージ（Golf、Green、Gentleman、
Grass、Grace・・等々）が込められ、参加した皆さん
がGood Golferになることを目指します。2015年に武
蔵野美術大学で始まりました。 
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これまでに開催されたGちゃれ 



Gちゃれ開催回数 

2015年度    ２回 （参加学生数 １２名） 

2016年度   ６回 （参加学生数１００名） 

2017年度 ３１回 （参加学生数５１５名） 

 



都道府県別開催回数 
千葉   ２回 （2015:1回,2017:1回） 

埼玉   ４回 （2015:1回,2017:3回） 

東京  １８回 （2016:5回,2017:15回） 

神奈川  ４回 （2017:4回） 

山梨   １回 （2017:1回） 

愛知   １回 （2017:1回） 

兵庫   ８回 （2016:1回,2017:7回） 

熊本   １回 （2017:1回） 

2018年度は、北陸地区、四国地区での開催も計画されている。 



Gちゃれの内容（一例） 

１０：１５ 最寄り駅バス出発（クラブバス） 
１０：４５ ゴルフ場到着、チェックイン 
１１：００ 開講式 ゴルフ場支配人挨拶、日程説明 
１１：１０ ゴルフに関する一般知識の講義 
     （ゴルフの歴史、日本のゴルフ事情など） 
１１：３０ ３グループに分かれての練習 
     （ショット、アプローチ、パター 各２０分程度） 
１２：３０ 昼食 
１３：３０ ３−４ホール程度のラウンド 
１６：００ 入浴 
１６：４５ 閉講式・まとめ・振り返り 
１７：２０ バス出発 



その他 
Gちゃれの展開方法 

 短時間なので多くを伝えることはできない。ラウンド
レッスンがメインではない。ゴルフ場を体験してもらう。 

全ゴルフ人口の９割は男性と言われているが、Gちゃれに参
加する学生の６割程度が女子である。 

これまで、２０大学程度の学生が参加している。 

複数大学参加型、単独大学での開催などの形態がある。 

Gちゃれの閉講式では、ゴルマジ！・楽ゴルを紹介しており、
実際にGちゃれ後にこの企画に参加した学生がいる。 


